
担任の先生からみた子どもの生活態度の変化 報告４ 

 運動遊びを実施することによって、子どもの日
常生活における態度に何らかの変化はあっただろ
うか。そこで、担任の先生からみた子どもたちの
変化を、運動遊びを取り入れる前と後で比較し
た。その結果、運動遊びを取り入れた後のほうが
全てのカテゴリで得点が向上していた。先生の主
観が入っているが、子どもを肯定的に見ることが
できる、頑張りを評価できる姿勢が身についたと
解釈することもできるだろう。 

概
要 

実験の実施について 

IKR評定用紙（生きる力評定用紙）を
用いて、担任の先生に子どもたちの姿を
回答してもらった。回答は、運動遊びを
実施する前（６～７月）と後（１月）に
行った。IKR評定用紙は簡易版を用いた。 

回答は、先生がクラス全員を客観的に
評価するよう依頼した。 

調査対象の園は59園である。 

結果 

子どもの生きる力に変化はみられただろうか？ 
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(**: p < 00.1) 
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** ** 

 運動遊びを実施する前後では、全てのカテゴリにおいて得点が向上していた。担任の先
生が子どもたちの成長を実感していることが表れたデータである。６ヶ月ほどの期間があ
るため、成長による様々な変化が紛れている。運動遊びの実践によるものだけとは言えな
いので、今後、いくつかの実験モデルを組んで検証していく必要がある。ただ、先に報告
した内容からも積極的な運動遊びの実施が子どもの運動能力を向上させることは間違いな
いので、是非とも日々の保育に取り入れてほしい。 

ポイント 

有意差のあった項目の測定値は以下の通りである。心理的社会的能力（前vs.後：
2.0±0.1 vs. 2.3±0.1）, 徳育的能力(2.2±0.1 vs. 2.5±0.1), 身体的能力
(2.0±0.1 vs. 2.4±0.1). 
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